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増加している

1）。
　LTPS -TFTの製造∵



であり，それぞれの導電型における少数キャリアのライ
フタイムとなる4）。
　一方，高レベル注入では，
　τb＝τ∞





の速度が等しくなると飽和して一定の値（ピークク∵



　



ることがわかった。
　エキシマレーザは，紫外線が誘起するレーザ窓の曇り
や電極の劣化への対応，及び頻繁なガス交換の必要性か
ら，保守に長時間・高コストを要する。また，僅かなレ
ーザエネルギーの変化に対して移動度が大きく変化す
る，すなわち，プロセスウインドウが狭いことが問題に
なっている。これらを解決するために，半導体レーザ励
起のNd：YAGレーザの第 2高調波（波長 532nm）を光
源とするグリーンレーザアニール装置が提案されてい
る2）








